
 

 

議案第９４号 

 

川崎市小児ぜん息患者医療費支給条例を廃止する条例の制定について 

 

 川崎市小児ぜん息患者医療費支給条例を廃止する条例を次のとおり制定する。 

 

令和５年 ６ 月１２日提出 

川崎市長 福 田 紀 彦 

 

   川崎市小児ぜん息患者医療費支給条例を廃止する条例 

川崎市小児ぜん息患者医療費支給条例（昭和４７年川崎市条例第１１号）は、

廃止する。 

   附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、令和６年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行前に廃止前の川崎市小児ぜん息患者医療費支給条例（以下

「旧条例」という。）第５条第１項の規定による申請をした者についての当

該申請に係る同条第２項に規定する医療費受給証（以下「受給証」という。）

の交付については、なお従前の例による。 

３ この条例の施行前に旧条例第７条第３項に規定する申請をした者について

の当該申請に係る支給期間の延長については、なお従前の例による。ただし、

延長後の支給期間の末日が令和８年３月３１日後となるときは、同日の経過

と同時に当該支給期間が満了するものとする。 

４ この条例の施行の際現に旧条例第６条に規定する受給者である者（この条



例の施行後に附則第２項の規定に基づきなお従前の例により受給証の交付を

受けた者及び前項の規定に基づきなお従前の例により支給期間の延長を受け

た者を含む。以下「受給者」という。）がその者に係る支給期間中に受けた

旧条例第２条に規定する疾病に係る旧条例第７条第１項各号に掲げる医療に

係る医療費の支給については、なお従前の例による。 

５ 受給者についての支給期間の延長（附則第３項の規定によるものを除く。）、

届出義務、受給証の返還及び医療費の支給を受ける権利の譲渡又は担保の禁

止については、令和８年３月３１日までの間、なお従前の例による。この場

合において、旧条例第７条第３項の規定の適用については、同項中「２年ご

とに」とあるのは、「令和８年３月３１日まで」とする。 

６ 偽りその他不正の行為により支払われた医療費の支給に関する費用の返還

については、なお従前の例による。 

 

 

参考資料 

 

制 定 要 旨 

 

川崎市小児ぜん息患者医療費支給条例を廃止するため、この条例を制定する

ものである。 


